
Amaryllis
アマリリス

静岡県立美術館ニュース THE JOURNAL OF SHIZUOKA PREFECTURAL MUSEUM OF ART

137
No.

2020年度 ｜春｜

　

文
字
通
り
重
厚
な
、
銅
製
の
書
籍
型
の

作
品
で
あ
る
。
重
量
は
な
ん
と
二
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
超
え
る
。
中
村
宏
は
浜
松
市
出

身
の
画
家
で
、
戦
後
、「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
絵
画
」
に
よ
っ
て
頭
角
を
現
し
た
。
そ

れ
以
降
も
、当
館
も
所
蔵
す
る
「
車
窓
編
」

等
の
様
々
な
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
し
、
絵
画

と
い
う
表
現
に
迫
っ
た
。
工
業
分
野
で
機

械
カ
タ
ロ
グ
の
編
集
レ
イ
ア
ウ
ト
に
携
わ

っ
て
い
た
中
村
は
、
製
版
に
用
い
ら
れ
て

い
た
銅
凸
版
自
体
を
作
品
に
す
る
こ
と
を

着
想
し
、「
銅
凸
画
」
と
名
付
け
、
一
連

の
銅
凸
版
の
作
品
を
制
作
し
た
。
本
作
を

展
開
す
る
と
表
紙
を
含
め
て
全
一
四
頁
に

な
り
、そ
こ
に
稲
垣
足
穂
の
短
編
小
説「
イ

カ
ル
ス
」
の
テ
キ
ス
ト
と
中
村
の
画
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
銅
凸
画
の
中
で
も
、
本

作
は
書
籍
の
形
態
を
と
っ
た
希
少
な
作
品

で
あ
る
。

（
主
任
学
芸
員　

植
松
篤
）

中
村
宏
（
一
九
三
二
︱
／
昭
和
七
︱
）

《
総
銅
製
機
甲
本
イ
カ
ル
ス
》

一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年

銅
板
、
銅
凸
版

三
〇
×
二
一
×
八
・
五
㎝

テ
キ
ス
ト
は
稲
垣
足
穂
に
よ
る

原
雄
太
郎
氏
寄
贈



T O P I C S

追
悼
五
代
目
館
長
芳
賀
徹
先
生

館
長
　
木
下
直
之

　

本
年
二
月
二
十
日
に
芳
賀
徹
前
館
長
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
八
十
八
歳
で
し

た
。

　

芳
賀
先
生
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
十
七
年
春

ま
で
当
館
の
五
代
目
館
長
を
務
め
、
三
年
前

に
、
六
代
目
の
バ
ト
ン
を
私
に
渡
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
時
、

ま
だ
大
学
に
勤
め
る
身
で
し
た
か
ら
、
定
年

ま
で
あ
と
二
年
待
っ
て
欲
し
い
と
訴
え
た
の

で
す
が
、
待
て
な
い
と
即
答
さ
れ
お
引
き
受

け
し
た
次
第
で
す
。
我
が
故
郷
静
岡
か
ら
の

依
頼
を
無
碍
に
は
で
き
な
い
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
渡
さ
れ
る

バ
ト
ン
を
先
生
が
七
年
に
わ
た
っ
て
握
り
し

め
て
い
た
こ
と
が
大
切
で
し
た
。

　

そ
れ
で
『
ア
マ
リ
リ
ス
』
一
二
六
号
へ
の

最
初
の
寄
稿
を
「
二
、
三
の
初
仕
事
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
芳
賀
先
生
の
手
書
き
の
、
お

そ
ら
く
は
ガ
リ
版
刷
り
だ
っ
た
論
文
「
高
橋

由
一
と
司
馬
江
漢
」（『
蘭
学
資
料
研
究
会
研

究
報
告
』
第
一
四
七
号
、
一
九
六
三
年
）
を

紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
先
生
は
三
十
二

歳
、
私
は
九
歳
、
も
ち
ろ
ん
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
読
ん
だ
は
ず
は
な
く
、
高
橋
由
一
と
い
う

画
家
が
気
に
な
り
始
め
た
一
九
八
〇
年
代
後

半
に
コ
ピ
ー
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
先
生
に
お
会
い
す
る
の
は
ず
っ
と

あ
と
の
こ
と
で
し
た
。
本
人
に
は
会
わ
な
く

と
も
書
い
た
も
の
で
つ
な
が
る
、
こ
れ
を
学

恩
と
い
う
。
実
際
、
着
任
し
た
初
日
に
、
私

は
全
職
員
を
前
に
そ
の
論
文
を
収
め
た
ボ
ロ

ボ
ロ
の
フ
ァ
イ
ル
を
示
し
、
美
術
館
は
人
が

繋
い
で
い
く
の
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
あ
と
に
な
っ
て
知
っ
た
の
で
す

が
、
芳
賀
前
館
長
は
退
任
に
際
し
て
各
所
に

出
し
た
挨
拶
文
に
、
私
の
こ
と
を
こ
ん
な
ふ

う
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
私
の
後
任
に
は
、
ま
た
面
白
い
近
代
日
本

文
化
史
研
究
者
、
木
下
直
之
氏
（
静
岡
県
出

身
）
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」

　

ま
た
？
面
白
い
？

　

そ
の
後
も
会
合
で
何
度
も
同
席
す
る
機
会

が
あ
り
、
芳
賀
先
生
が
後
任
者
と
し
て
私
を

紹
介
し
、
次
に
私
が
立
ち
上
が
っ
て
、「
芳

賀
先
生
の
後
任
は
荷
が
重
い
も
の
の
、
私
の

た
だ
ひ
と
つ
の
取
り
柄
は
先
生
よ
り
も
話
が

短
い
こ
と
で
す
」
と
述
べ
て
笑
い
を
と
っ
た

も
の
で
し
た
。

　

実
際
、
芳
賀
先
生
の
話
は
長
く
、
展
覧
会

開
会
式
の
挨
拶
は
果
て
し
な
く
続
き
、
式
次

第
を
無
視
す
る
こ
と
に
何
ら
罪
悪
感
を
覚
え

ず
、
現
場
は
右
往
左
往
、
宴
席
の
ス
ピ
ー
チ

は
終
わ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
ビ
ー
ル
か
ら
泡

は
消
え
去
り
、
ス
ー
プ
は
冷
め
、
刺
身
は
干

か
ら
び
、
し
か
し
誰
ひ
と
り
そ
れ
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
誰
を
も
い
つ
ま
で
も
そ

の
話
を
聞
い
て
い
た
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
稀

有
な
人
で
し
た
。
泰
然
自
若
、
大
人
に
し
て

文
人
の
風
格
が
あ
り
ま
し
た
。
皮
肉
屋
、
毒

舌
家
で
も
あ
り
ま
し
た
が
（
本
誌
一
二
五
号

に
遺
言
「
イ
ヤ
ミ
数
ヶ
条
」
あ
り
）。

　

美
術
館
で
の
最
後
の
お
仕
事
は
、
二
〇
一

六
年
秋
に
開
催
さ
れ
た
「
徳
川
の
平
和
」
展

で
し
た
。
早
く
か
ら
徳
川
治
世
が
生
み
出
し

た
文
芸
や
思
想
の
豊
か
さ
に
目
を
向
け
、
そ

れ
を
「
パ
ク
ス
・
ロ
マ
ー
ナ
（
ロ
ー
マ
の
平

和
）」
に
な
ぞ
ら
え
て
「
パ
ク
ス
・
ト
ク
ガ

ワ
ー
ナ
」
と
呼
び
ま
し
た
。

「
江
戸
時
代
」
だ
な
ん
て
無
粋
な
名
前
は
使

い
ま
せ
ん
。
従
前
の
江
戸
時
代
観
は
「
薩
長

の
芋
侍
」（
と
よ
く
口
に
し
て
い
ま
し
た
）
に

よ
る
明
治
政
府
が
作
り
出
し
た
暗
黒
の
時
代

像
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
京
都
の
文
化
の
奥
深

さ
、麗
し
さ
が
江
戸
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
う
。

む
し
ろ
「
徳
川
日
本
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
り
、

決
し
て
「
夜
明
け
前
」
な
ど
で
は
な
い
。

　

明
治
四
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
米
欧
諸
国

を
回
覧
し
た
岩
倉
使
節
団
に
も
大
き
な
関
心

を
示
さ
れ
、
そ
れ
は
「
徳
川
文
明
」
の
到
達

点
、
す
な
わ
ち
凱
旋
門
で
あ
る
と
主
張
、
明

治
政
府
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
文
明
開
化
」
に
再

考
を
迫
り
ま
し
た
。「
徳
川
の
平
和
」
展
に

は
明
治
神
宮
聖
徳
記
念
絵
画
館
か
ら
教
科
書

の
挿
絵
で
有
名
な
山
口
蓬
春
「
岩
倉
大
使
欧

米
派
遣
」
を
拝
借
せ
よ
と
命
じ
て
学
芸
員
を

困
ら
せ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
徳
川
家
康
終
焉
の
地
静

岡
が
最
後
の
勤
務
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
画
竜

点
睛
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
長
い
私
的
歴
史
が
ま
つ
わ
る
一
冊
」
と
お

っ
し
ゃ
る
ご
著
書
『
文
明
と
し
て
の
徳
川
日

本
』（
筑
摩
選
書
、二
〇
一
七
年
）の
あ
と
が
き

は
、
も
う
言
葉
を
交
わ
せ
な
く
な
っ
た
亡
き

奥
様
へ
の
愛
情
に
溢
れ
、
し
ん
み
り
と
さ
せ

ら
れ
ま
す
。と
て
も
人
間
く
さ
い
の
で
す
。今

は
奥
様
と
再
会
し
、
楽
し
い
団
欒
の
時
間
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
お
ふ

た
り
の
会
話
が
い
つ
ま
で
続
い
て
も
、
も
う

誰
も
止
め
ま
せ
ん
か
ら
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
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狩野雅信《花鳥図》
19世紀（江戸時代後期）

　

当
館
で
は
、
開
館
以
来
、「
十
七
世
紀
以

降
の
東
西
の
風
景
画
」、「
静
岡
ゆ
か
り
の
作

品
」
な
ど
の
収
集
方
針
に
基
づ
き
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
集
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
二
〇
一

九
年
度
に
は
、
購
入
、
ご
寄
贈
に
よ
り
、
十

九
点
の
作
品
を
新
た
に
収
蔵
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
狩
野
雅た
だ

信の
ぶ

《
花
鳥
図
》
で
す
。
雅
信
は
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
活
躍
し
た
画
家
で
、
江
戸
狩
野
派

最
後
の
重
鎮
で
す
。
雅
信
の
門
下
に
は
、「
勝

川
院
四
天
王
」
と
称
さ
れ
た
狩
野
芳
崖
、
橋

本
雅
邦
ら
が
お
り
、
近
代
日
本
画
の
礎
を
築

い
た
画
家
を
輩
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。《
花
鳥
図
》
は
、
雉
や
小
禽
、
草
花

を
丹
念
に
描
き
込
ん
だ
大
作
で
、
未
だ
数
点

し
か
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
雅
信
の
貴

重
な
作
例
で
す
。（

上
席
学
芸
員　

野
田
麻
美
）

　

次
に
現
代
美
術
の
新
収
蔵
品
を
順
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

当
館
に
は
す
で
に
画
家
・
中
村
宏
氏
の
ご

寄
贈
に
よ
り
《
早
来
迎
機
・
１
》
が
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
度
そ
れ
に
続
く
「
２
」

と
「
３
」
を
購
入
し
ま
し
た
。《
早
来
迎
機
》

に
表
さ
れ
た
列
車
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き

は
、
三
点
が
揃
う
こ
と
で
よ
り
強
く
感
じ
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
表
紙
に
掲
載

し
た
同
作
者
の《
総
銅
製
機
甲
本
イ
カ
ル
ス
》

の
ご
寄
贈
が
あ
り
、
当
館
の
中
村
作
品
が
充

実
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
毎
年
現
代
美
術
作
品

を
継
続
し
て
ご
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
る
太
田

正
樹
氏
か
ら
、
今
年
度
は
、
国
際
的
に
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
韓
国
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

イ
・
ブ
ル
の
平
面
作
品
《
メ
カ
メ
ラ
ン
コ
リ

ア
（D

iluvium
 N

o.8

）》
と
《
メ
カ
メ
ラ
ン

コ
リ
ア
（D

iluvium
 N

o.12

）》
の
二
点
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
洋
画
や
韓
国

の
伝
統
工
芸
の
手
法
を
思
わ
せ
る
象
嵌
に
よ

る
精
緻
な
描
線
と
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
的

な
イ
メ
ー
ジ
と
の
組
み
合
わ
せ
が
新
鮮
な
作

品
で
す
。

　

ま
た
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
地
元
清
水

を
拠
点
に
起
こ
っ
た
前
衛
芸
術
グ
ル
ー
プ

「
白
」
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
、伊
藤
隆
史
《
壁

　

次
に
、
静
岡
市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
白
井
嘉
尚
氏
か
ら
、《
シ
ャ

ー
ベ
ッ
ト
の
よ
う
に
》
と
《D

raw
ing by 

Printing

》
十
点
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。《
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
の
よ
う
に
》
は
、
パ

ズ
ル
ピ
ー
ス
型
の
パ
ー
ツ
と
不
定
形
の
パ
ル

プ
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
レ
リ
ー
フ
状
の
作
品

で
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
と
素
材
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、
変
化
に
富
ん
だ
作
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。《D

raw
ing by Printing

》は
、

銅
板
に
塗
布
し
た
イ
ン
ク
を
、
直
接
指
や
手

の
ひ
ら
な
ど
で
拭
き
取
り
、
そ
の
後
紙
に
写

し
取
る
と
い
う
工
程
で
制
作
さ
れ
て
い
ま

す
。
版
画
作
品
で
は
あ
り
ま
す
が
、
二
つ
と

し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
個
人
の
ご
所
蔵
者
よ
り
横
尾
忠

新
収
蔵
品
の
紹
介

新収蔵品紹介

中村宏《早来迎機・ ２ 》1988（昭和63）年

伊藤隆史《壁ノ鳥》1958（昭和33）年白井嘉尚《シャーベットのように》
1987（昭和62）年

則
の
「CLEA

R LIGH
T

 M
A

Y

（
東
京
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
）」
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
作
は
一
九
七
四
年
に
限
定
五
〇
〇
〇

部
で
販
売
さ
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
五
月
」

の
絵
柄
で
、
十
九
世
紀
の
画
家
、
ギ
ュ
ス
タ

ー
ヴ
・
ド
レ
の
版
画
の
イ
メ
ー
ジ
に
加
え
、

宇
宙
や
キ
リ
ス
ト
教
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
想
起

さ
せ
る
記
号
や
図
像
が
取
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
九
七
〇
年
代
、
西
側
の
若
者
文
化
を

席
巻
し
た
ニ
ュ
ー
・
エ
イ
ジ
運
動
や
ヒ
ッ
ピ

ー
・
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
な
ど
の
精
神
世
界
に
共

鳴
し
た
、
こ
の
時
期
の
横
尾
の
特
徴
が
み
ら

れ
る
作
品
で
す
。（

上
席
学
芸
員　

川
谷
承
子
、

主
任
学
芸
員　

植
松　

篤
）

ノ
鳥
》
を
ご
遺
族
よ
り
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
美
術
評
論
家
の

石
子
順
造
や
、
グ
ル
ー
プ
「
白
」

の
活
動
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
貴

重
な
一
点
で
、
そ
の
表
現
に
は
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画
、
ア
ン
フ
ォ

ル
メ
ル
の
影
響
が
み
ら
れ
ま
す
。
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東京２０２０オリンピック・
パラリンピック開催記念
美の競演―静岡県美名品展
６ 月１３日（土）〜 ６月２８日（日）

E X H I B I T I O N

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
記
念
し
、
当
館
の
所

蔵
品
、
寄
託
品
か
ら
、
珠
玉
の
名
品
を
十

四
日
間
限
定
で
展
示
し
ま
す
。

　

美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
美

術
館
を
象
徴
す
る
顔
、
あ
る
い
は
そ
の
あ

り
方
を
物
語
る
代
弁
者
と
言
え
ま
す
。
一

九
八
六
年
の
開
館
以
来
継
続
し
て
き
た
当

館
の
収
集
活
動
は
、
テ
ー
マ
お
よ
び
時
代

の
幅
広
さ
が
特
徴
で
す
。
ま
ず
テ
ー
マ
で

す
が
、「
東
西
の
風
景
画
」「
ロ
ダ
ン
と
近

代
彫
刻
」「
静
岡
県
ゆ
か
り
の
作
家
・
作
品
」

「
現
代
の
美
術
」
と
い
う
四
つ
に
、
静
岡

県
と
い
う
立
地
を
鑑か
ん
が

み
、
数
年
前
、「
富

士
山
の
絵
画
」が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
時
代
は
、

新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
正
に
今
の
美
術
の

動
向
を
示
す
現
代
美
術
か
ら
、
古
く
は
十

七
世
紀
の
近
世
美
術
に
ま
で
遡
さ
か
の
ぼり

ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
別
に
見
る
と
、
例
え
ば
日
本
画

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
近
世
絵
画
が
充
実
し
て

い
る
な
ど
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す
が
、
館

の
収
集
総
体
と
し
て
は
、
十
九
世
紀
以
降

の
近
代
・
現
代
の
作
品
収
集
を
中
心
に
し

た
美
術
館
が
多
い
日
本
で
は
、
異
色
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
テ

ー
マ
と
時
代
設
定
の
も
と
に
収
集
し
た
現

在
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
点
数
は
、
約
二
千
七

百
点
を
数
え
ま
す
。
本
展
は
、
こ
れ
ら
の

中
か
ら
約
百
点
を
選
び
、
そ
の
魅
力
を
改

め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
全
展
示
室
を
使
っ

の
展
覧
会
に
も
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

出
品
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。昨
年
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
等
で
展
示
さ
れ
た
円
山
応
挙
の
《
木
賊

兎
図
》、
ス
ペ
イ
ン
の
レ
イ
ナ
・
ソ
フ
ィ

ア
国
立
美
術
館
で
個
展
が
開
催
さ
れ
た
焼

津
出
身
の
夭よ
う

折せ
つ

の
画
家
・
石
田
徹
也
、
そ

し
て
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
の
モ

ネ
の
複
数
の
展
覧
会
で
紹
介
さ
れ
た
ク
ロ

ー
ド
・
モ
ネ
の《
ル
ー
ア
ン
の
セ
ー
ヌ
川
》。

こ
れ
ら
の
作
品
や
、
若
冲
の
ほ
か
、
重
要

文
化
財
の
池
大
雅
、
富
士
山
を
モ
テ
ィ
ー

フ
に
し
た
和
田
英
作
な
ど
、
何
れ
も
独
自

の
美
と
個
性
が
際
立
つ
当
館
オ
ー
ル
ス
タ

ー
、
強つ
わ

者も
の

た
ち
の
競
演
に
よ
る
祝
典
を
ど

う
ぞ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
期
中
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
企

画
展
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
「
当
館

館
長
に
よ
る
美
術
講
座
」も
実
施
し
ま
す
。

併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
上
席
学
芸
員　

南
美
幸
）

■
当
館
館
長
に
よ
る
美
術
講
座

　
「
江
戸
に
ゾ
ウ
を
見
に
行
こ
う
」

　

六
月
二
十
一
日
（
日
）

講
師
：
木
下
直
之
（
当
館
館
長
）

会
場
：
当
館
講
座
室
（
定
員
約
四
十
名
）

クロード・モネ《ルーアンのセーヌ川》

池大雅《蘭亭曲水・龍山勝会図屏風》より《蘭亭曲水図》（重要文化財）

伊藤若冲《樹花鳥獣図屏風》（右隻）

石田徹也《クラゲの夢》和田英作《富士》

て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ご

披
露
す
る
の
は
、
当
館

の
開
館
三
十
周
年
を
記

念
し
て
二
〇
一
六
年
度

に
開
催
し
た
「
東
西
の

絶
景
」
展
以
来
で
す
。

　

静
岡
県
立
美
術
館
と

言
え
ば
、
最
近
で
は
何

と
言
っ
て
も
伊
藤
若
冲

の《
樹
花
鳥
獣
図
屏
風
》

が
有
名
で
す
が
、
こ
の

と
こ
ろ
海
外
の
美
術
館
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東京２０２０オリンピック・
パラリンピック開催記念

収蔵品展
日本画コレクション
特集展示

E X H I B I T I O N

　
『
美
の
競
演
―
静
岡
県
美
名
品
展
』
に
続

き
、
収
蔵
品
展
（
第
七
展
示
室
）
に
お
い
て

も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
を
記
念
し
た
特
集
展
示
を
行
い
ま
す
。
選

り
す
ぐ
り
の
日
本
画
に
よ
る
三
期
連
続
企

画
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　「
き
ら
め
く
日
本
画
」

六
月
三
十
日
～
七
月
十
二
日

　

ま
ず
第
一
期
は
、
き
ら
め
き
を
テ
ー
マ
に

し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
平
成
ま
で
の
幅
広
い

作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

谷
文
晁《
富
士
山
図
屏
風
》（
一
八
三
五
年
）

は
水
墨
を
基
調
と
し
て
い
ま
す
が
、
稜
線
に

施
さ
れ
た
群
青
が
富
士
山
に
変
化
を
与
え
、

光
を
受
け
た
一
瞬
の
き
ら
め
き
を
も
表
現
し

ま
す
。
画
面
上
部
の
深
み
の
あ
る
金
地
が
強

い
印
象
を
与
え
る
横
山
大
観
《
群
青
富
士
》

（
一
九
一
七-

一
八
年
頃　

図
１
）。
白
雲
を

透
か
し
て
見
え
る
金
の
か
す
か
な
輝
き
も
、

実
は
大
事
な
見
ど
こ
ろ
で
す
。中
村
岳
陵《
婉

膩
水
韻
》（
一
九
三
一
年
）
で
は
、
清
流
を
ひ

と
り
泳
ぐ
女
性
の
溢
れ
る
ば
か
り
の
生
命
の

輝
き
が
、ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

墨
や
色
彩
の
絶
妙
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ

る
光
の
表
現
か
ら
、
心
に
響
く
生
命
の
躍
動

ま
で
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
輝
く
姿
に
目
を
見
張

り
、
胸
躍
ら
せ
る
こ
の
季
節
、
日
本
画
の
中

の
多
彩
な
き
ら
め
き
に
も
、
ど
う
ぞ
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
き
ら
め
く
日
本
画
」
は
、『
美
の

競
演
』
展
第
七
展
示
室
を
引
き
継
ぎ
、
一
部

の
作
品
を
入
れ
替
え
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

（
上
席
学
芸
員　

石
上
充
代
）

　「
富
士
山
を
め
ぐ
る
」

七
月
十
四
日
～
八
月
十
六
日

　

第
二
期
の
テ
ー
マ
は
、
外
国
人
観
光
客
も

増
え
、更
な
る
注
目
を
集
め
る
富
士
山
で
す
。

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
制
作
さ

れ
た
、
富
士
山
信
仰
に
関
わ
る
作
品
や
、
駿

河
、
伊
豆
、
箱
根
よ
り
眺
め
た
富
士
山
を
描

い
た
作
品
を
展
示
し
、
富
士
山
と
そ
の
周
辺

を
め
ぐ
る
旅
に
お
連
れ
し
ま
す
。

　

か
つ
て
富
士
登
山
は
信
仰
行
為
で
あ
り
、

山
頂
へ
の
往
復
だ
け
で
な
く
、
登
山
道
や
頂

上
に
あ
る
社
寺
や
名
所
を
め
ぐ
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
し
た
。
展
示
予
定
の
歌
川
貞
秀
《
大

日
本
富
士
山
絶
頂
図
》（
一
八
五
七
年
）
な

ど
か
ら
は
、
当
時
の
登
山
や
信
仰
の
様
子
を

う
か
が
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
各
地
か
ら
望
ん
だ
富
士
山
の
秀
麗

な
姿
は
、
格
好
の
画
題
と
も
な
り
ま
し
た
。

特
に
三
保
松
原
と
合
わ
せ
て
描
く
例
が
著
名

で
す
が
、
本
展
示
で
は
、
伊
豆
や
箱
根
か
ら

み
た
富
士
山
を
描
い
た
作
品
も
取
り
上
げ
ま

す
。
大
岡
雲
峰
《
日
金
山
富
嶽
眺
望
図
》（
一

八
三
九
年　

図
２
）
は
、
多
く
の
大
名
や
文

人
が
湯
治
に
訪
れ
た
熱
海
を
代
表
す
る
景
勝

地
・
日
金
山
（
十
国
峠
）
か
ら
の
壮
大
な
眺

め
を
元
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
通
じ
て
、
富
士
山
に
関

わ
る
歴
史
や
信
仰
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ

く
と
共
に
、
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
絶
景
の

数
々
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

（
主
任
学
芸
員　

浦
澤
倫
太
郎
）

　「
激
突
！
東
西
の
狩
野
派
」

八
月
十
八
日
～
九
月
十
三
日

　

特
集
展
示
の
最
後
を
飾
る
の
は
、
江
戸
時

派
と
、
京
都
に
留
ま
っ
た
京
狩
野
派
に
分
か

れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
別
々
の
道
を
歩
み
、
受

容
層
や
江
戸
／
京
都
の
気
風
な
ど
の
違
い
に

も
影
響
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
風
を
確
立
し

ま
し
た
。
両
者
は
、ル
ー
ツ
が
同
じ
ゆ
え
に
、

全
く
異
な
る
展
開
を
遂
げ
た
こ
と
で
、
宿
命

の
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ
た
の
で
す
。
両
者
は
競

い
合
う
よ
う
に
多
く
の
名
品
を
生
み
出
し
、

江
戸
絵
画
の
歴
史
を
彩
り
ま
し
た
。

　

今
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
数
々
の
宿
命
の
ラ
イ
バ
ル
対
決
で

盛
り
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。「
激
突
！
東

西
の
狩
野
派
」
で
は
、
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ

っ
た
東
西
の
狩
野
派
の
画
家
に
注
目
し
、
両

者
の
作
品
を
並
べ
て
展
示
し
ま
す
。
両
者
の

ス
タ
イ
ル
の
違
い
や
関
係
に
注
目
し
、
ラ
イ

バ
ル
同
士
の
華
麗
な
る
画
技
の
競
演
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。（

上
席
学
芸
員　

野
田
麻
美
）図 ３ 　狩野山雪《富士三保松原図屏風》個人蔵（左隻）

図 １ 　横山大観《群青富士》当館蔵（右隻）

図 ２ 　大岡雲峰《日金山富嶽眺望図》当館蔵

代
に
活
躍
し
た
狩

野
派
の
実
力
者
た

ち
で
す
。
室
町
時

代
以
降
、
京
都
で

戦
国
大
名
や
公
家

た
ち
か
ら
仕
事
を

得
て
い
た
狩
野
派

は
、
江
戸
時
代
に

な
る
と
、
江
戸
幕

府
の
開
府
と
と
も

に
、
江
戸
に
移
り

住
ん
だ
江
戸
狩
野
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研究 ノ ー ト

披
露
し
た3

。
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
か
ら
確
か
な
手
応
え
と
励

ま
し
を
得
た
カ
ミ
ー
ユ
は4

、
そ
の
勧
め
に
従
い5

、
最

初
の
《
自
然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー
（
群
像
）》
を

一
八
九
五
年
の
国
民
美
術
協
会
展
に
出
品
し
た6

。
こ

の
作
品
は
、
ポ
ー
ル
へ
の
書
簡
で
描
出
し
た
ク
ロ
ッ

キ
ー
の
ひ
と
つ
で
、「
衝
立
の
前
で
、
一
人
の
言
う

こ
と
に
耳
を
傾
け
る
三
人
の
人
物
」と
説
明
し
た「
打

明
け
話
」
の
構
成
と
一
致
す
る
。
一
八
九
七
年
、《
波

（
自
然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー
、石
膏
群
像
）》（
図
一
）

と
と
も
に7

、
最
初
の
《
自
然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー

（
群
像
）》
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
あ
る
《
お
し
ゃ
べ
り

な
女
た
ち
》（
図
二
）
を8

、
続
く
翌
年
に
は
《
も
の

思
い
（
自
然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー
、
ブ
ロ
ン
ズ
小

像
）》（
図
三
）
を9

、
そ
れ
ぞ
れ
国
民
美
術
協
会
展
に

出
品
し
た
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
や
文

学
者
オ
ク
タ
ー
ヴ
・
ミ
ル
ボ
ー
ら
か
ら
好
評
を
博
し

た
。

　

三
つ
の
《
自
然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー
》
に
は
、

以
下
の
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
。
何
れ
も
ロ
ダ
ン
と

は
逆
の
方
向
性
を
指
向
す
る
、
主
題
や
造
形
上
の
カ

ミ
ー
ユ
独
自
の
特
質
と
思
わ
れ
る10

。

①�

お
し
ゃ
べ
り
や
も
の
思
い
な
ど
、
何
ら
か
の
行
為

の
最
中
の
女
性
を
表
現
。

②
小
型
像
で
あ
る
こ
と
。

③�

背
景
と11

人
物
像
と
を
一
体
化
さ
せ
て
視
点
を
限
定

し
た
、
絵
画
的
な
空
間
構
成
。

　

彫
刻
家
カ
ミ
ー
ユ
・
ク
ロ
ー
デ
ル
（Cam

ille 
CLA

U
D

EL.

一
八
六
四
～
一
九
四
三
）
の
作
品
に

は
、《
自
然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ーcroquis 

dʼaprès nature

》
と
名
づ
け
た
三
点
の
小
品
が
あ

る1

。
こ
れ
ら
は
、
師
・
恋
人
で
あ
っ
た
彫
刻
家
オ
ー

ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
（A

uguste RO
D

IN
.

一
八
四

〇
～
一
九
一
七
）
か
ら
公
私
と
も
に
離
れ
、
自
己
の

芸
術
の
確
立
を
目
指
し
た
時
期
に
制
作
さ
れ
た
。
こ

の
小
論
で
は
、
脱
ロ
ダ
ン
の
表
明
と
さ
れ
る
《
自
然

に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー
》
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
す

る
。

　

カ
ミ
ー
ユ
・
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
一
八
八
〇
年
代
前

半
か
ら
続
い
た
ロ
ダ
ン
と
の
関
係
を
一
八
九
二
年
頃

に
一
旦
解
消
し
、
師
と
は
異
な
る
自
ら
の
芸
術
ス
タ

イ
ル
を
模
索
す
る
。
一
八
九
三
年
末
と
思
わ
れ
る
弟

ポ
ー
ル
宛
の
書
簡
で
、六
つ
の
「
新
し
い
ア
イ
デ
ア
」

を
ク
ロ
ッ
キ
ー
お
よ
び
短
い
解
説
と
と
も
に
記
し
、

「
こ
れ
は
も
う
ロ
ダ
ン
で
は
な
い
し
、
服
を
着
て
い

る
」
と
、
早
く
も
脱
ロ
ダ
ン
を
宣
言
し
た2

。
ロ
ダ
ン

か
ら
の
自
立
は
、
そ
れ
ま
で
常
に
師
と
の
関
係
抜
き

に
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
彫
刻
家
カ
ミ
ー
ユ
に
と
っ
て

急
務
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ル
へ
の
書
簡
で
示
し
た
紙
上

の
プ
ラ
ン
は
、
そ
の
後
恐
ら
く
エ
ス
キ
ー
ス
な
ど
の

形
式
で
制
作
さ
れ
、
カ
ミ
ー
ユ
は
こ
れ
ら
「
探
し
求

め
て
き
た
小
さ
く
て
新
し
い
も
の
」
を
、
美
術
批
評

家
の
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
に
ア
ト
リ
エ
で

　

ま
ず
「
会
話
」
や
「
思
索
」
の
擬
人
像
で
は
な
く
、

日
常
の
何
気
な
い
光
景
の
具
体
的
な
行
為
の
描
写
を

通
じ
て
、
何
ら
か
の
心
理
的
な
表
現
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
《
自
然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー
》
の
制
作
態

度
は
、
先
に
触
れ
た
ポ
ー
ル
宛
の
書
簡
で
描
か
れ
た

デ
ッ
サ
ン
の
内
容
や
、
ま
た
当
時
の
批
評
か
ら
も
伺

わ
れ
る12

。
こ
れ
は
ロ
ダ
ン
の
抽
象
化
志
向
と
は
正
反

対
で
あ
る13

。

　

ま
た
、
小
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
鑑
賞
者
と

の
距
離
を
物
理
的
に
も
心
理
的
に
も
縮
め
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
点
も
、
ロ
ダ
ン
の
芸
術
ス
タ
イ
ル
と
し

て
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
、
大
型
の
人
物
像
に
よ
る

記
念
碑
彫
刻
と
は
正
反
対
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、《
カ
レ
ー
の
市
民
》
の
よ
う
な
ロ
ダ
ン

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
は
、
四
周
か
ら
の
作
品
観
賞
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
カ
ミ
ー
ユ
の
《
自
然
に

基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー
》
に
お
け
る
、
舞
台
の
よ
う
に

人
物
像
の
背
景
に
何
か
を
設
置
す
る
手
法
や
、
そ
れ

に
よ
る
鑑
賞
者
の
視
点
の
制
限
は
、
絵
画
の
よ
う
な

場
面
構
成
と
絵
画
鑑
賞
に
お
け
る
視
点
の
在
り
方
と

の
類
似
を
連
想
さ
せ
る14

。
こ
れ
は
ロ
ダ
ン
と
は
全
く

異
な
る
特
質
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、《
自
然
に
基
づ
く
ク
ロ

ッ
キ
ー
》
が
、
カ
ミ
ー
ユ
の
表
明
ど
お
り
、
ロ
ダ
ン

芸
術
か
ら
の
脱
却
の
プ
ロ
セ
ス
と
結
実
を
示
す
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

カミーユ・クローデル
《自然に基づくクロッキー》に関する一考察

上席学芸員　南　美幸

図 3 　カミーユ・クローデル《もの思い》

＊図 1 、図 3 は下記より転載。なお、図 3 のキャプションは、
下記著作では《暖炉、ひざまずく女》。
1905. Paul CLAUDEL. 〈Camille Claudel, statuaire〉, LʼArt 
Décoratif, no. 193.

図 1 　カミーユ・クローデル《波》

図 2 　カミーユ・クローデル《おしゃべりな女たち》
　　　1897年　44.9×42.2×39cm　ロダン美術館（S.1006.）
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と
こ
ろ
で
、
日
常
的
光
景
か
ら
着
想
さ
れ
た
《
自

然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー
》
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・

ヴ
ュ
イ
ヤ
ー
ル
（Édouard V

U
ILLA

RD
.

一
八
六

八
～
一
九
四
〇
）
ら
当
時
の
ア
ン
テ
ィ
ミ
ス
ム
の
絵

画
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
。「
親
密
なintim

e

」

と
い
う
語
で
表
さ
れ
る
こ
の
絵
画
傾
向
は
、「
日
常

生
活
の
観
察
か
ら
生
ま
れ
、
大
仰
さ
を
排
し
て
明
暗

の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
さ
り
げ
な
い
習
慣
を
表
現

す
る
特
徴
」
や
「
室
内
の
人
々
の
関
係
性
の
背
後
に

あ
る
さ
さ
や
か
な
日
常
の
ド
ラ
マ
を
想
像
さ
せ
る
画

面
構
成
」
を
持
つ15

。《
自
然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー
》

ま
た
は
カ
ミ
ー
ユ
の
表
現
形
式
を
、
当
時
「
親
密
な

／
心
の
内
奥
のintim

e

」
と
い
う
言
葉
で
表
し
た

批
評
も
少
数
な
が
ら
あ
っ
た
こ
と
や16

、《
も
の
思
い
》

が
「
親
密
な
関
係
／
親
し
み
／
私
生
活
／
内
心
」
を

意
味
す
る
《
ア
ン
テ
ィ
ミ
テintim

ité

》
の
名
で
展

示
さ
れ
た
事
実
は17

、
当
時
の
絵
画
傾
向
へ
の
カ
ミ
ー

ユ
の
意
識
を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

1�　
《
お
し
ゃ
べ
り
な
女
た
ち
》《
波
》《
も
の
思
い
》。「
自

然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ーcroquis dʼaprès nature

」

と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
用
い
ら
れ
て
な
い
も
の
の
、
ブ

タ
ー
ル
は
『
辞
典
』
の
「
自
然
」
の
項
で
、「
自
然
に
基

づ
い
て
描
き
、
素
描
し
、
造
形
す
る
こ
と
は
、
生
き
た
モ

デ
ル
ま
た
は
対
象
そ
の
も
の
に
基
づ
く
こ
と
」
と
記
し
、

対
象
の
外
観
と
そ
の
本
質
を
捉
え
る
重
要
性
に
触
れ
た
。

1826. Jean Baptiste BO
U

T
A

RD
. D

ictionnaire des 
arts du dessin, la peinture, la sculpture, la 
gravure et lʼarchitecture, Le N

orm
ant Père, Ch. 

Gosselin, Paris.

十
九
世
紀
に
は
、
書
名
に
「
自
然
に
基

づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ーcroquis dʼaprès nature

」
を
含
む
書

籍
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
言
葉
の
明
確
な
定
義
は
な
さ

れ
て
い
な
い
。1834. Jean-Pierre T

H
ÉN

O
T

. T
raité 

de P
erspective pratique pour dessiner dʼaprès 

nature, LʼA
uteur, Paris. 

ほ
か
に
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ビ

ュ
ル
テ
ィ
の
著
作
（
一
八
九
三
年
）
な
ど
。

2�　

B
nF

. D
épartem

ent des M
anuscrits. N

A
F 

28255. Fonds Paul Claudel. 

六
つ
の
ク
ロ
ッ
キ
ー
は

そ
れ
ぞ
れ
、「
打
明
け
話
」「
食
前
の
祈
り
」「
日
曜
日
」「
過

衝
立
の
な
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
る
が
、「
打
明
け
話
」

の
説
明
か
ら
、
衝
立
は
元
々
の
プ
ラ
ン
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

12�　

例
え
ば
モ
ラ
ー
ル
は
、こ
れ
ら
が
「
何
ら
か
の
出
来
事
、

偶
然
、
通
り
が
か
り
に
観
察
さ
れ
た
動
き
」
で
あ
り
、《
お

し
ゃ
べ
り
な
女
た
ち
》
に
は
「
同
じ
感
情
の
高
ま
り
、
同

じ
不
安
が
入
り
込
む
」
と
記
し
た
。1898. M

athias 
M

O
RH

A
RD

T
. 

〈M
lle Cam

m
ille Claudel

〉, M
ercure 

de France, m
ars, pp. 709-755.

13�　

葛
飾
北
斎
の
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
の
影
響
が
指
摘
さ
れ

る
《
波
》
は
、
他
二
作
に
比
し
て
抽
象
度
が
高
い
。

14�　

そ
の
意
味
で
は
、
演
劇
的
と
も
言
え
る
。

15�　

二
〇
一
三
．
福
田
（
寺
嶋
）
美
雪
「
十
八
世
紀
の
フ
ラ

ン
ス
絵
画
と
文
学
に
お
け
る〝
親
密
な
生
活
〟の
表
象
」『
フ

ラ
ン
ス
文
化
研
究
』
四
四
号
、
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
、

四
五
～
七
一
頁
．

16�　

例
え
ば
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
は
、《
お
し
ゃ
べ
り
な
女
た
ち
》

の
「
一
人
が
何
か
の
話
を
し
、
残
り
が
耳
を
傾
け
る
」
様

を
、「
親
密
な
真
実
の
発
露
」
と
述
べ
た
。1895. 

Gustave GEFFRO
Y

. 〈Salon de 1895. La sculpture 
au Cham

p-de-M
ars

〉, La V
ie A

rtistique. 4
e série, 

p. 225.

ま
た
、
3
つ
の
《
自
然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー
》

の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
出
品
さ
れ
た
一
九
〇
五
年
の
ウ
ジ
ェ

ー
ヌ
・
ブ
ロ
画
廊
で
の
展
覧
会
の
際
、「
カ
ミ
ー
ユ
・
ク

ロ
ー
デ
ル
嬢
は
、
我
々
を
非
常
に
親
密
か
つ
人
間
的
な
方

法
で
、
自
然
主
義
と
理
想
が
結
び
つ
く
芸
術
に
向
き
合
わ

せ
」、
そ
の
こ
と
が
「
彼
女
を
巨
匠
た
ら
せ
る
」
と
高
評

価
し
た
者
も
い
る
。1905. A

ndrée M
Y

RA
. Le Petit 

Q
uotidien, 10 décem

bre.

さ
ら
に
カ
ミ
ー
ユ
の
最
大

の
理
解
者
で
あ
る
弟
ポ
ー
ル
が
、「
内
部
の
／
精
神
的
な

intérieur

」
を
用
い
て
、
姉
を
「
室
内
彫
刻
の
最
初
の
職

人
」
と
呼
び
、
そ
の
作
品
を
「
内
的
な
思
考
の
記
念
碑
」

と
評
し
、
大
作
か
つ
物
質
的
な
彫
刻
家
と
し
て
の
ロ
ダ
ン

に
対
置
さ
せ
た
こ
と
も
示
唆
的
で
あ
る
。1905. Paul 

C
L

A
U

D
E

L
. 

〈C
am

ille C
laudel, statuaire

〉, 
LʼO

ccident, août, Paris.

17　

一
九
〇
五
年
の
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ブ
ロ
画
廊
で
の
展
覧
会
。

　

妖
精
ト
ム
テ
に
よ
っ
て
小
人
に
変
え
ら
れ
た

少
年
・
ニ
ル
ス
の
お
話
を
知
っ
た
の
は
、
子
供

の
頃
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
を
通
し
て
の
こ
と
。
最

近
に
な
っ
て
、
そ
の
原
作
が
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
を
受
賞
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
代
表
的
作
家

に
よ
る
、
百
年
以
上
前
の
小
学
校
の
地
理
の
教

科
書
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
急
激
な
近

代
化
で
変
わ
り
ゆ
く
祖
国
の
姿
を
子
供
た
ち
に

ど
う
伝
え
る
か
、
切
実
な
課
題
に
作
家
と
し
て

最
上
の
形
で
応
え
た
の
が
本
書
だ
っ
た
の
で

す
。
ニ
ル
ス
が
ガ
ン
の
群
れ
と
共
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
中
を
旅
す
る
冒
険
物
語
を
骨
格
に
、
各
地

の
自
然
風
土
、
歴
史
、
伝
説
な
ど
が
幅
広
く
丁

寧
に
、深
い
洞
察
に
基
づ
い
て
ち
り
ば
め
ら
れ
、

自
然
保
護
や
地
方
の
多
様
性
の
尊
重
な
ど
、
現

代
の
私
た
ち
の
課
題
を
も
先
取
り
す
る
内
容
を

含
ん
で
い
ま
す
。
ほ
か
の
ア
ニ
メ
と
は
ど
こ
か

風
合
い
の
違
う
、
子
供
の
頃
の
不
思
議
な
印
象

が
、
原
作
を
読
む
こ
と
で
腑
に
落
ち
ま
し
た
。

最
後
の
浮
世
絵
師
・
小
林
清
親
の
娘
と
し
て
父

に
関
す
る
貴
重
な
著
作
を
残
し
た
哥
津
が
、
下

巻
を
初
め
て
邦
訳
（
大
正
八
年
）
し
て
い
た
こ

と
に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
底
知
れ
ぬ
魅
力
を
秘

め
た
本
で
す
。

（
上
席
学
芸
員　

石
上
充
代
）

本の窓

セ
ル
マ
・
ラ
ー
ゲ
ル
レ
ー
ヴ
作

菱
木
晃
子
訳

『
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅（
上
・
下
）』

福
音
館
書
店
　
二
〇
〇
七
年

ち
」「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」「（
註
の
な
い
ク
ロ
ッ
キ
ー
）」。

3�　

一
八
九
五
年
三
月
三
日
の
カ
ミ
ー
ユ
か
ら
ジ
ェ
フ
ロ
ワ

宛
書
簡
。2008. A

nne RIV
IÈRE. et al. Correspon-

dance/Cam
ille Claudel, Gallim

ard, Paris. no. 80.

4�　

一
八
九
五
年
四
月
と
思
わ
れ
る
カ
ミ
ー
ユ
か
ら
ジ
ェ
フ

ロ
ワ
宛
書
簡
。2008. RIV

IÈRE. op cit, no. 85.

5�　

一
八
九
五
年
四
月
と
思
わ
れ
る
カ
ミ
ー
ユ
か
ら
ジ
ェ
フ

ロ
ワ
宛
書
簡
。2008. RIV

IÈRE. op cit, no. 86.

6�　

1895. E
xposition nationale des beaux-arts. 

C
atalogue illustré des ouvrages de peintre, 

sculpture, dessins, gravure, objets dʼart et 
architecture, T

ypographie et C
ham

erot et 
Renouard, Paris.

出
品
作
の
石
膏
は
現
在
消
失
。 

7�　

1897. E
xposition nationale des beaux-arts. 

C
atalogue illustré des ouvrages de peintre, 

sculpture, dessins, gravure, objets dʼart et 
architecture, E. Bernard et C

ie, Im
prim

aeurs-
Éditeurs, Paris.

出
品
作
の
石
膏
は
現
在
消
失
。

8�　

作
品
名
の
ほ
か
、
材
質
を
ブ
ロ
ン
ズ
と
オ
ニ
キ
ス
に
変

更
。

9�　

1898. E
xposition nationale des beaux-arts. 

C
atalogue illustré des ouvrages de peintre, 

sculpture, dessins, gravure, objets dʼart et 
architecture, E. Bernard et C

ie, Im
prim

aeurs-
Éditeurs, Paris. 

出
品
作
の
ブ
ロ
ン
ズ
は
現
在
消
失
。

10�　

三
つ
の
《
自
然
に
基
づ
く
ク
ロ
ッ
キ
ー
》
は
、
共
通
点

だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
印
象
を
与
え
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。《
お
し
ゃ
べ
り
な
女
た
ち
》
と
《
波
》

は
、
カ
ミ
ー
ユ
が
ポ
ー
ル
に
明
言
し
た
着
衣
で
は
な
く
裸

体
で
あ
り
、
動
き
の
瞬
間
を
捉
え
た
動
的
な
群
像
は
、
力

強
い
動
き
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
人
物
像
の
感

情
を
表
現
し
た
ロ
ダ
ン
の
造
形
ス
タ
イ
ル
と
関
連
す
る
。

顔
立
ち
な
ど
の
細
部
の
省
略
、
以
前
用
い
た
部
分
の
再
利

用
な
ど
も
、ロ
ダ
ン
と
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
一
方《
も

の
思
い
》
は
着
衣
の
単
体
像
で
、
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
静
的

な
構
図
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
点
は
、
本
文
で
示
す
よ

う
な
、
ロ
ダ
ン
か
ら
の
離
脱
を
示
す
傾
向
を
妨
げ
る
も
の

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ポ
ー
ル
へ
の
表
明
に
反
し
て
裸

体
像
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
資
料
は
見
当

た
ら
な
い
も
の
の
、
今
後
検
討
を
続
け
た
い
。

11�　
《
お
し
ゃ
べ
り
な
女
た
ち
》
の
衝
立
、《
も
の
思
い
》
の

暖
炉
、《
波
》
の
高
波
。《
お
し
ゃ
べ
り
な
女
た
ち
》
に
は

07
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美術館問わず語り

　

静
岡
県
立
美
術
館
と
言
え
ば
、
子
供
の
頃
に
は

学
校
行
事
で
訪
れ
た
り
、
ま
た
大
人
に
な
っ
て
か

ら
気
に
な
る
展
覧
会
に
足
を
運
ん
で
み
た
り
と
、

静
岡
県
に
長
く
暮
ら
し
て
い
る
人
な
ら
幾
度
か
訪

れ
る
機
会
の
あ
る
場
所
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
自
身
も
、
幼
少
の
頃
よ
り
最
も
ご
縁
の
あ

る
美
術
館
の
一
つ
で
し
た
。
美
大
で
絵
画
を
学
ぶ

為
、大
学
の
間
だ
け
静
岡
を
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、

帰
郷
し
て
か
ら
再
び
不
思
議
と
ご
縁
が
あ
り
、
現

在
、
静
岡
県
立
美
術
館
の
実
技
室
担
当
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

美
術
館
に
勤
め
始
め
る
ま
で
は
、
作
品
は
自
分

自
身
と
向
き
合
い
な
が
ら
作
る
も
の
で
あ
り
、
特

に
学
生
時
代
は
、
自
分
で
作
品
を
作
る
時
間
が
何

よ
り
も
楽
し
く
、
そ
し
て
長
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
今
で
も
自
身
で
の
制
作
が
楽
し
い
事
に
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
美
術
館
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
勤
務
す
る
中
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
事

木版画講座の様子

作
る
楽
し
さ
を
共
有
で
き
る
場
所

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ　

馬
場
夢
乃

2020年度収蔵品展スケジュール

新収蔵品展
4月7日（火）〜5月31日（日）

東京2020オリンピック・パラリンピック開催記念
きらめく日本画
6月30日（火）〜7月12日（日）

東京2020オリンピック・パラリンピック開催記念
富士山をめぐる
7月14日（火）〜8月16日（日）

東京2020オリンピック・パラリンピック開催記念
激突！東西の狩野派
8月18日（火）〜9月13日（日）

曽宮一念とその時代
9月15日（火）〜11月15日（日）

耳をすませて－音と楽器のある風景
11月17日（火）〜2021年1月24日（日）

日本戦後美術の挑戦
2021年1月26日（火）〜4月4日（日）

利 用 案 内
開館時間：10：00～17：30（展示室への入室は17：00まで）
休 館 日：�毎週月曜日（月曜日が祝日・振替休日の場合は開館し、翌日休館。

ただし、９月23日㈬は休館。５月７日㈭、８月11日㈫、11月
２日㈪は開館。）

ア ク セ ス
◎ＪＲ「草薙駅」県大・美術館口から静鉄バス「県立美術館行き」で約６分
◎静鉄「県立美術館前駅」から徒歩約15分またはバスで約３分
◎東名高速道路　静岡IC、清水ICから約25分　日本平久能山スマートICから約15分
◎新東名高速道路　新静岡ICから約25分

ウェブサイト：http://www.spmoa.shizuoka.shizuoka.jp

無料託児サービス
毎週日曜日、４月29日（水・祝）、５月５日（火・祝）10：30～15：30
対象　6ヶ月～小学校就学前

※イベント等は都合により変更になる場合があります。

〒422－8002　静岡市駿河区谷田53－2
総務課／Tel 054－263－5755　Fax 054－263－5767
学芸課／Tel 054－263－5857　Fax 054－263－5742

は
、
自
分
で
作
る
事
の
楽
し
さ
と
同
じ
く
ら
い
、

誰
か
の
制
作
の
手
助
け
に
な
れ
る
事
が
楽
し
い
と

い
う
事
で
す
。静
岡
県
立
美
術
館
の
実
技
室
で
は
、

誰
で
も
自
由
に
制
作
活
動
が
で
き
る
ア
ト
リ
エ
と

し
て
実
技
室
を
開
放
し
て
い
る
、「
創
作
週
間
」

を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。「
創
作
週
間
」
の
期
間

は
老
若
男
女
問
わ
ず
、
本
当
に
色
々
な
方
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
、初
め
て
の
方
も
い
れ
ば
、常

連
で
い
ら
し
て
い
る
方
の
中
に
は
、
も
う
十
年
近

く
通
わ
れ
て
い
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。ま
た
、実

技
室
で
は
、
日
本
画
や
銅
版
画
、
木
版
画
な
ど
の

専
門
的
な
技
法
を
学
べ
る
「
実
技
講
座
」
も
年
に

数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
間
実
技
室
の

仕
事
を
務
め
る
中
で
、
そ
ん
な
実
技
室
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
が
き
っ
か
け
で
制
作
を
始
め
た
と
い

う
方
に
何
人
か
お
会
い
し
ま
し
た
。
初
め
て
一
か

ら
技
法
を
学
び
実
践
す
る
と
い
う
事
は
、
予
想
外

の
失
敗
も
あ
り
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
事
も
多

い
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
ふ
と
成
功
し
た
瞬

間
の
喜
び
は
本
当
に
大
き
く
、そ
ん
な
時
、作
る
楽

し
さ
を
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
少
し
で
も
伝

え
る
事
が
で
き
た
の
か
な
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

是
非
、
静
岡
県
立
美
術
館
の
実
技
室
が
、
こ
れ

か
ら
も
制
作
活
動
を
す
る
人
の
支
え
の
場
と
し

て
、
そ
し
て
新
た
に
制
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
方

へ
の
着
火
剤
と
な
れ
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
、
続

い
て
ほ
し
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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